
平成28年度 白子川・石神井川生物調査の概要 

1 調査概要 

① 調査地点及び調査実施日 

 河川名 調査地点名 調査実施日 

(1) 
白子川 

東埼橋上流付近 平成28年7月26日 (火) 13：00～14：30 

(2) 白藤橋付近 平成28年7月26日 (火) 9：00～11：30 

(3) 
石神井川 

久保田橋付近 平成28年7月27日 (水) 9：00～11：30 

(4) 緑橋付近 平成28年7月27日 (水) 13：30～14：30 

② 調査方法 

各調査地点において投網、タモ網（手網）及びカゴ網を用

いて、魚類、底生動物を採集した。石神井川では、その他に

定置網も設置して魚類を採集した。 

採集した個体は現地で種の同定、個体の計測、写真撮影を

行い、再放流した。現地での同定が困難な個体については、

10％ホルマリンで固定して持ち帰り、実体顕微鏡下で同定し

た。底生動物については、肉眼でみえる個体を採集対象とし

た。 

 

2 調査結果 

① 河川状況 

(1) 白子川① 東埼橋上流付近 

橋直下にS型の淵があり、更にその下流に高い落差工がある。淵の上流は水

際が綱矢板等で護岸され、河床が布型枠等で護床されている。 

カゴ網は東埼橋からさらに上流にある子安橋の上・下流部で、やや淵状にな

っている２箇所に設置した。 

 

(2) 白子川② 白藤橋付近 

河床はコンクリート張りであるが、橋の下流約100mの位置に土砂が堆積し

ており、浅い淵と瀬が形成されている。 

カゴ網は橋の下流のやや淵状になっている２箇所に設置した。 

 

 

(3) 石神井川① 久保田橋付近 

河床全面に護床ブロックが設置され、一部には植生ブロックが水制状に設置

されている。植生ブロックにより小規模な瀬と淵が形成されている。 

カゴ網は久保田橋下流の植生ブロック脇などやや淵状になっている２箇所に

設置した。定置網は9時から11時まで久保田橋下流の植生ブロック下に1

箇所設置した。 

 

(4) 石神井川② 緑橋付近 

河道が蛇行しており、凸側に寄り州が形成されている。寄り州は砂で形成さ

れ、植生は前年度より少なくなっていた。河道の一部には深みがあり、水草

が繁茂する場所もあった。 

カゴ網は緑橋の上流のやや淵状になっている箇所と橋下の滞留部に計２箇所

設置した。定置網は12時から14時まで緑橋の上流に1箇所設置した。 



② 魚類調査結果 

白子川、石神井川の4地点全体では、コイ、アブラハヤ、ドジョウ、アユ、スミウキゴリなど、5目9

科17種の魚類が確認された。 

確認種のうち、ニホンウナギ、ギバチ、ドジョウが「環境省RL（2015）」に該当する。また、 

される種としては、ギバチ、アブラハヤ、ニホンウナギ、ナマズ、ヌマチチブが「レッドデータブック東

京2013」に該当する。特定外来生物に該当する種は確認されなかった。 

③ 底生動物調査結果 

白子川、石神井川の4 地点全体では、シマイシビル、カワリヌマエビ属、フロリダマミズヨコエビ、ア

メンボ科など、6綱15目22科25種の底生動物が確認された。 

確認種で「環境省（RL2015）」に該当している種はなかったが、スジエビとモクズガニが「レッドデー

タブック東京2013」に該当している。 

・「環境省RL（2015）」：環境省版レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）2013年
   

EN 絶滅危惧IＢ類 IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性
が高いもの  

VU 絶滅危惧II類 絶滅の危険が増大している種   
DD 情報不足  評価するだけの情報が不足している種  

・「レッドデータブック東京2013」：東京都の保護上重要な野生生物種（本土部） 

  

CR 絶滅危惧ⅠA類 ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

VU 絶滅危惧Ⅱ類 "現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近
い将来「絶滅危惧Ⅰ類」のランクに移行することが確実と考え
られるもの" 

留 留意種 "現時点では絶滅のおそれはないと判断されるため、上記カテゴ
リーには該当しないものの、留意が必要と考えられるもの" 

・湿重量の単位はｇ ｢+｣は0.01ｇ未満の出現を示す。 

・種名及び配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（2015）に従った。 

・外来生物は、緊急対策外来種、未評価の国外外来生物、その他総合対策外来種を含む。 

・個体数計において「100<」、「20<」はそれぞれ100、20として加算。 

・種名及び配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（2015）に従った。 

・外来種は、「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」：環境省(2014)に従った。 



3 調査結果のまとめ 

魚類の確認状況について経年的にみると、各地点ともほぼ同様な種が確認されており、特に出現種が多

くなったり、少なくなっているというような傾向を持つ地点はなかった。 

各調査地点とも河川構造が概ね単純な3面護岸となっており、魚類及び底生動物は砂利や砂などの堆積

物や寄り州、廃棄物や、構造物のすき間などを隠れ場（生息場）として利用していた。 

白子川や石神井川は大水の時に、急激な増水により河道が洗われてしまうため、大半の魚類や底生動物

の逃げ場がなくなり、下流に押し流されてしまう。そのため、久保田橋付近に設置されている植生ブロッ

クやブロックのすき間、各地点にも大小さまざまではあるが存在している寄り州など、生物が逃げ場・隠

れ場として利用できる環境がより増加することが望まれる。 

 

 

・「環境省RL（2015）」：環境省版レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）2013年
   

EX 絶滅 我が国ではすでに絶滅したと考えられる種  
EW 野生絶滅 飼育・栽培下、あるいは自然分布域の明らかに外側で野生化した

状態でのみ存続している種   
CR+EN 絶滅危惧I類 絶滅の危機に瀕している種   
CR 絶滅危惧IＡ類 ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの  
EN 絶滅危惧IＢ類 IA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性

が高いもの  
VU 絶滅危惧II類 絶滅の危険が増大している種   
NT 準絶滅危惧 現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては

「絶滅危惧」に移行する可能性のある種   
DD 情報不足  評価するだけの情報が不足している種  
LP 絶滅のおそれのある地域個体群 
   地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの 

・「レッドデータブック東京2013」：東京都の保護上重要な野生生物種（本土部） 

  

CR 絶滅危惧ⅠA類 ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

CR+EN 絶滅危惧Ⅰ類 現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、野
生での存続が困難なもの 

VU 絶滅危惧Ⅱ類 "現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近
い将来「絶滅危惧Ⅰ類」のランクに移行することが確実と考え
られるもの" 

NT 準絶滅危惧 現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては
「絶滅危惧」として上位ランクに移行する要素を有するもの 

DD 情報不足 "環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行
し得る属性を有しているが、生息状況をはじめとして、ランク
を判定するに足る情報が得られていないもの" 

留 留意種 "現時点では絶滅のおそれはないと判断されるため、上記カテゴ

リーには該当しないものの、留意が必要と考えられるもの" 

○：過去調査において出現の記録があり。 

H24年以降の数値は確認個体数 

 

*1)前年まではウナギと表記していたが、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（2015）の表記に準拠した。 

*2)平成17年はギバチ属として表記 

*3)前年まではメダカと表記していたが、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（2015）の表記に準拠した。 

*4)前年まではトウヨシノボリと表記していたが、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（2015）の表記に準拠した。 

・外来種は、「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」：環境省(2014)に従った。 

・種名及び配列等は、原則として「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（2015）に従った。 



調査状況写真 

投網 タモ網 カゴ網 定置網 

採取生物写真 

ギバチ ドジョウ ナマズ 

スミウキゴリ スズキ アユ 

マハゼ 旧ヨウヨシノボリ ヌマチチブ 

モクズガニ カワリヌマエビ属 チリメンカワニナ 

 

問い合わせ先：板橋区資源環境部環境課環境調査係  電話：03-3579-2593 


